
 

 

 

 

１．事業の目的（趣旨・ねらい） 

  子どもたちに読書活動を推進することを通して、読書の楽しさや面白さを感じてもらい、

進んで読書をしようとする態度を育む。また、子どもの体験活動や読書活動の振興を通して、

子どもゆめ基金の普及啓発を行う。 

 

２．事業の概要 

（１）期日    

平成２９年２月１２日（日）日帰り 

（２）参加者 

  ① 募集対象・人数 

幼児から小学校中学年とその家族（子供だけの参加は不可）・１５０人 

   ② 参加人数 

７２人 

（３）講師等 

佐溝美和子絵本専門士 

石原恵以子絵本専門士 

おはなしグループ「そらきたホイ！」 

新見子ども読書会 

つんちゃん劇場 

（４） 企画・運営のポイント 

岡山県に２名しかいない絵本専門士を講師として招聘した。さらに、影絵、人

形劇など、読書活動を多面的に親しむことができる内容を企画した。 

 

３．活動の内容等 

（１）日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度 子どもゆめ基金体験の風リレーションシップ事業 

ブックワールド 
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佐溝美和子絵本専門士
（季節の言葉となかよくなろう！）

石原恵以子絵本専門士
（自然とかがくの絵本を楽しもう！）

おはなしグループ「そらきたホイ！」
（おはなし会・・・読み聞かせ・言葉遊び・詩遊び等 )

新見子ども読書会（影絵等）
（子どもたちの笑顔とびっくりする顔に会いたくて）

人形劇団「つんちゃん劇場」
（食わず女房）

※公演などの回数は集まり具合によって変わる場合がございますのでご了承ください。
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（２）活動の状況    

   

【佐溝美和子絵本専門士】   【石原恵以子絵本専門士】    【新見子ども読書会】  

     

 

 

 

 

 

 【おはなしグループ「そらきたホイ！」】  【つんちゃん劇場】          

 

４．成果・課題 

 （１）満足度 

    満足：７８％ やや満足２２％ 

 （２）参加者の声 

   ① ２つ参加させていただきましたが、人形劇はとても笑いました。わかりやすく

本を紹介してくださって読みたい本がたくさん見つかりました。 

   ② とても素晴らしい事業でした。満足しました。親子ともに楽しんでいる様子が

あふれていました。物事を通して季節を感じることもできました。今、親子の時

間がとても忙しい時、このような事業が大切だと感じました。もっともっと多く

の方に参加してほしいです。声かけしていきたいですね。 

 （３）成果 

      絵本専門士がそれぞれの得意分野の絵本を紹介したことで，参加者の関心が高

まった。昨年度に引き続き、人気の高い公演は、多くの参加者が来場した。 

 （４）今後の課題 

  ① 県内幅広くチラシの配付や新聞掲載、インターネットでの広報を行ったが、定

員に達することができなかった。 

② ２月開催で雪の心配から，天候に影響された部分があるので、開催時期を工夫

する必要がある。 

 

担当：企画指導専門職 瀧田 正宏 


